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は
じ
め
に

一
九
九
三
年
は
学
徒
出
陣
五
○
周
年
の
年
で
あ
っ
た
。
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
で
は
、
一
九
九
三
年
二
月

二
六
川
か
ら
一
二
月
一
六
日
に
か
け
て
、
特
別
股
「
戦
争
、
大
学
そ
し
て
学
生
ｌ
学
徒
出
陣
八
○
年
・
わ
だ
つ
み
像
建
立
川
○

周
年
ｌ
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
特
別
展
を
担
当
し
、
調
査
・
研
究
し
た
成
果
の
内
、
展
示
の
中
で
は
十
分
発
表
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
、
論
文
の
形
で
執
筆
し
た
い
。
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
で
研
究
紀
要
を
刊
行
し
て
い
る
な
ら
ば
、
本
来
は
そ
こ
で
発

表
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
百
年
史
の
研
究
紀
一
要
の
紙
上
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
い
。
特
別
展
準
備
に
お
い
て

百
年
史
編
纂
室
の
ご
好
意
に
よ
り
、
そ
の
調
査
結
果
や
所
蔵
資
料
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
こ
の
論
文
が
百
年
史
の
研

究
の
進
展
に
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。

学
徒
出
陣
や
学
徒
動
員
に
つ
い
て
は
、
百
年
史
編
慕
室
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
見
つ
か
っ
た
出
陣
者

の
名
簿
も
整
哩
・
分
析
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
全
面
的
な
ま
と
め
を
ま
っ
て
、
全
体
的
に
論
ず
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
、
展
示
の
説
明
で
書
い
た
学
徒
出
陣
や
学
徒
動
員
の
概
観
を
踏
ま
え
て
、
と
り
あ
え
ず
考
え
る
べ
き
い
く
っ
か
の
論
点

学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点

山
辺
昌
彦
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し
か
し
当
時
学
徒
動
員
と
い
わ
れ
る
場
合
、
多
く
は
学
生
や
生
徒
を
軍
事
生
産
や
防
空
活
動
な
ど
に
動
員
す
る
こ
と
を
意
味

（
３
）

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
四
三
年
六
月
二
五
日
閣
議
決
定
の
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
に
お
い
て
、
有
事
即

応
態
制
の
確
立
と
勤
労
動
員
の
強
化
が
う
た
わ
れ
お
り
、
有
事
即
応
態
制
の
確
立
で
は
将
来
の
軍
務
に
備
え
国
防
能
力
の
増
強

を
は
か
る
こ
と
と
国
土
防
衛
へ
の
協
力
が
い
わ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
学
校
報
国
団
の
隊
組
織
の
強
化
や
体
育
訓
練
・
戦
技

訓
練
・
防
空
訓
練
な
ど
の
強
化
が
い
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
九
四
四
年
三
月
七
日
閣
議
決
定
の
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
二

れ
て
い
る
こ
ま
た
｝
強

と
も
書
か
れ
て
い
る
。

一
学
徒
動
員
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て

動
員
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
の
軍
隊
用
語
で
は
、
軍
隊
を
戦
時
体
制
に
移
す
こ
と
の
意
味
で
あ
る
が
、
広
く
戦
争
遂
行
の
た

め
に
、
集
中
し
、
活
動
さ
せ
る
こ
と
の
意
味
に
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
学
徒
出
陣
を
決
定
し
た
一
九
四
三
年
九
月
二
一
Ｕ
の

（
１
）

閣
議
決
定
「
現
情
勢
下
二
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
」
の
中
の
「
国
内
態
勢
強
化
方
策
」
で
は
、
国
民
動
員
の
徹
底
を
は
か
る
と

い
う
項
目
の
中
で
、
．
般
徴
集
猶
予
ヲ
停
止
シ
理
工
科
系
統
ノ
学
生
二
対
シ
、
入
営
延
期
ノ
制
ヲ
設
」
け
る
こ
と
が
う
た
わ

（
２
）

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
を
説
明
し
た
『
週
報
」
三
六
八
号
で
も
「
征
く
学
徒
、
残
る
学
徒
悉
く
国
家
の
動
員
令
下
に
あ
」
る

に
（
一
い
て
中
間
的
な
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
雲
具
体
的
に
は
以
下
の
六
（
一
の
論
点
震
学
徒
動
員
と
い
う
言
葉
に
（
一
い
て

学
徒
出
陣
を
実
施
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
学
徒
出
陣
者
の
仮
卒
業
・
本
卒
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
学
徒
出
陣
後
の
大
学
再
編

に
つ
い
て
、
朝
鮮
人
や
台
湾
出
身
の
学
徒
出
陣
に
つ
い
て
、
学
徒
勤
労
動
員
に
お
け
る
待
遇
改
善
要
求
や
待
遇
劣
悪
に
よ
る
学

生
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
を
取
り
上
げ
た
い
。
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二
学
徒
出
陣
を
実
施
し
た
理
由
に
つ
い
て

（
６
）

「
週
報
」
三
六
五
号
所
収
の
陸
軍
省
の
「
学
徒
の
徴
集
問
答
」
に
お
い
て
学
徒
の
徴
集
延
期
の
恩
典
が
撤
廃
さ
れ
た
理
川

に
つ
い
て
「
皇
軍
の
幹
部
要
員
、
つ
ま
り
陸
海
軍
、
特
に
航
空
の
幹
部
要
員
を
充
足
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
併
せ
て
、
学
徒

諸
料
の
尽
忠
報
国
の
熱
誠
に
応
へ
て
、
最
も
素
質
の
優
秀
な
、
且
つ
素
養
の
向
い
学
徒
諸
ハ
を
今
川
の
決
戦
に
、
ち
に
役
立
た

せ
る
や
う
に
」
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
軍
事
教
練
を
積
ん
で
来
て
即
戦
力
に
使
え
る
学
生
を
、
消
耗
し
不

足
し
て
い
る
第
一
線
や
航
空
戦
の
指
導
者
と
し
て
使
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
文
科
系
の
み
を
徴
集
し
、
医
系
や
理

工
系
の
学
生
を
入
営
延
期
に
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
軍
と
し
て
は
、
或
ひ
は
軍
医
も
必
要
で
あ
れ
ば
、
ま
た
技
術
関
係
の

者
も
必
要
な
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
修
学
中
の
学
徒
譜
君
の
技
能
は
、
明
Ｈ
か
ら
直
ぐ
に
軍
医
に
す
る
と
か
、
軍
の
期
待

す
る
と
こ
ろ
の
技
術
将
校
と
す
る
た
め
に
は
、
な
ほ
し
ば
ら
く
修
学
を
継
続
さ
せ
る
必
要
の
あ
る
も
の
が
あ
る
の
で
」
と
書
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
軍
が
当
而
の
軍
事
上
の
必
要
の
み
で
、
学
生
を
使
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
公
言
し
て
お
り
、
そ
れ
が

ま
か
り
と
お
り
、
教
育
が
ま
っ
た
く
、
軍
の
思
う
が
ま
ま
に
ね
じ
ま
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

（
４
）

基
ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱
」
で
も
「
学
徒
ノ
動
員
ハ
…
…
勤
労
其
ノ
他
非
常
任
務
二
出
動
」
さ
せ
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
ま
た
、
よ
く
「
学
徒
動
員
令
」
に
よ
り
、
学
徒
出
陣
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

（
５
）

と
い
う
の
は
、
学
徒
出
陣
を
決
定
し
た
の
は
勅
令
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
学
徒
動
員
令
」
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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三
学
徒
出
陣
者
の
仮
卒
業
・
本
卒
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

（
７
）

文
部
次
官
は
一
九
四
三
年
一
○
月
一
九
日
付
け
各
大
学
高
等
専
門
学
校
長
宛
、
発
専
二
四
一
号
通
牒
に
お
い
て
、
入
営
ま

た
は
入
団
す
る
学
生
生
徒
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
服
役
期
間
中
は
休

学
の
取
扱
を
し
、
そ
の
学
年
修
了
、
卒
業
、
復
学
な
ど
に
つ
い
て
は
、
大
学
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専
門
学
校
の
学
生
生

徒
で
明
年
九
月
卒
業
の
見
込
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
本
年
十
一
月
に
仮
卒
業
証
書
ま
た
は
仮
修
了
証
書
な
ど
を

授
与
し
、
明
年
九
月
に
卒
業
ま
た
は
修
了
さ
せ
る
こ
と
、
前
号
以
外
の
学
生
生
徒
に
対
し
て
は
大
学
学
生
は
学
籍
は
現
在
の
ま

ま
と
し
除
隊
帰
還
後
の
復
学
に
付
い
て
は
そ
の
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
原
学
年
に
復
し
修
学
さ
せ
、
大
学
予
科
、
高
等
学
校
、
専

門
学
校
生
徒
は
本
年
十
一
月
当
該
学
年
修
了
の
取
扱
を
し
除
隊
帰
還
後
の
復
学
に
つ
い
て
は
上
級
学
年
で
修
学
さ
せ
る
こ
と
な

ど
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。
な
お
同
日
付
け
で
永
井
浩
専
門
教
育
局
長
は
「
本
年
十
一
月
仮
卒
業
証
書
又
は
仮
修
了
証
書
を
授
与

し
明
年
九
月
卒
業
又
は
修
了
せ
し
む
る
こ
と
に
付
学
生
生
徒
中
に
は
右
措
置
を
希
望
せ
ざ
る
者
有
之
場
合
に
於
て
は
是
等
学
生

（
８
）

生
徒
に
対
し
て
は
学
籍
を
継
続
せ
し
む
る
様
便
宜
御
取
扱
差
支
無
之
」
と
の
指
示
を
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
規
定
に
な
っ
て
い
た
。
立
命
館
の
場
合
も
予
科
の
最
高
学
年
に
つ
い
て
は
、
川
尻
博
一
氏
の
よ
う
に
仮
修
了

（
９
）

証
書
を
授
与
し
て
い
る
。
大
学
専
門
学
部
の
場
合
は
福
居
猛
氏
な
ど
の
よ
う
に
仮
卒
業
証
書
を
授
与
し
、
一
九
四
四
年
九
月

（
叩
）

に
卒
業
証
書
を
発
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
人
は
軍
隊
に
い
た
の
で
、
親
の
も
と
に
卒
業
祉
害
が
送
ら
れ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）

な
お
大
阪
商
科
大
学
の
場
合
は
最
高
学
年
の
学
徒
出
陣
者
に
仮
合
格
証
書
を
授
与
し
て
い
る
が
、
こ
の
合
格
は
学
士
試
験

に
合
格
し
た
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
大
阪
商
科
大
学
は
、
仮
合
格
証
言
を
有
す
る
者
が
戦
死
し
た
場
合
は
直
ち
に
卒
業
の

（
勉
）

扱
い
に
す
る
と
の
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
様
の
規
定
が
立
命
館
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
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取
扱
い
を
さ
れ
た
例
は
無
い
よ
う
で
あ
る
《
』

最
高
学
年
で
な
か
っ
た
も
の
は
、
戦
後
除
隊
後
に
復
学
し
て
い
る
が
、
立
命
館
大
学
の
場
合
、
二
年
生
で
出
陣
し
休
学
し
た

も
の
で
も
、
復
学
し
て
す
ぐ
、
卒
業
論
文
を
提
川
し
た
だ
け
で
、
一
九
四
五
年
九
月
付
け
で
卒
業
し
て
い
る
者
も
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
岐
高
学
年
の
者
が
勉
学
の
機
会
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
学
年
に
も
ほ
と
ん
ど
学
問
に
接
す
る
機

会
を
も
て
な
か
っ
た
ま
ま
卒
業
し
た
荷
も
い
た
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、
発
呼
二
山
一
号
通
牒
に
お
い
て
、
入
漁
ま
た
は
人
川
の
学
化
生
徒
に
つ
い
て
は
学
籍
簿
の
外
、
別
に
学
部
、
学
科
、

学
年
別
に
人
桝
期
川
、
入
営
部
隊
名
な
ど
を
記
城
し
た
徴
集
者
名
簿
を
作
製
し
て
お
く
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
今
回
発
見
さ

（
Ⅲ
）

れ
た
虻
命
館
大
学
の
名
簿
の
内
「
兵
役
休
学
者
イ
ロ
ハ
名
簿
」
が
記
載
内
容
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
徴
集
者
名
簿
に
あ
た
る
。
同

（
Ｍ
）

様
な
名
簿
は
他
大
学
で
も
作
成
さ
れ
、
明
治
大
学
で
は
「
陸
海
軍
部
隊
入
隊
入
団
記
録
」
を
、
専
修
大
学
は
「
入
営
部
隊
名
々

（
喝
）

簿
」
を
作
成
し
て
お
り
、
現
在
も
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

四
学
徒
出
陣
後
の
大
学
再
編
に
つ
い
て

ま
ず
一
九
四
三
年
九
月
一
二
日
の
閣
議
決
定
「
現
情
勢
下
二
於
ケ
ル
国
政
運
営
要
綱
」
に
お
い
て
、
理
工
科
系
統
の
学
校
の

整
備
拡
充
、
法
文
科
系
統
の
入
学
・
専
門
学
校
の
統
合
整
理
を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
で
一
○
月
一
二
Ｈ
の
開

（
旧
）

議
決
定
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
、
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
に
つ
い
て
、
理
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の

整
備
拡
充
、
文
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
移
転
整
即
、
私
立
の
文
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
学
校
の
整
備
改
善
と
大
学
の
専

門
学
校
へ
の
低
換
、
専
門
学
校
の
入
学
定
員
を
二
分
の
一
に
す
る
よ
う
に
統
合
整
理
す
る
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に



122

（
別
）

立
命
館
の
場
合
は
、
大
学
専
門
学
部
を
廃
止
し
、
立
命
館
専
門
学
校
を
設
置
し
た
。
し
か
し
『
立
命
館
創
立
五
十
年
史
』
に

は
「
十
一
月
十
八
Ｍ
、
水
財
団
は
緊
急
理
事
会
を
開
い
て
種
々
協
議
の
結
果
、
『
立
命
館
専
門
学
校
』
を
設
立
す
る
こ
と
に
決

し
た
の
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
設
立
の
認
可
を
申
請
し
、
翌
卜
九
年
三
月
十
日
付
を
も
っ
て
認
可
を
得
た
。
も
ち
ろ
ん
専
門
学
校

の
設
立
と
い
う
の
は
形
式
の
上
だ
け
で
、
大
学
部
と
専
門
学
部
が
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
の
で
あ
る
…
…
大
学
部
は
た
だ
ち
に
廃

止
す
る
の
で
は
な
く
：
：
：
十
九
年
四
月
か
ら
開
校
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
立
命
館
大
学
」
と
い
う
門
標
は
つ
い
に
お
ろ
さ

（
Ⅳ
）

こ
の
具
体
化
策
と
し
て
、
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二
基
ク
学
校
整
備
要
領
」
が
文
部
省
か
ら
一
○
月
に
公
表
さ

れ
た
。
そ
こ
で
は
私
立
大
学
に
つ
い
て
、
理
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
部
の
整
備
拡
充
、
文
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
部
の
刷
新
整

備
、
文
科
系
大
学
の
統
合
、
文
科
系
大
学
学
部
お
よ
び
予
科
の
入
学
定
員
を
三
分
の
一
に
、
文
科
系
専
門
部
の
入
学
定
員
を
二

分
の
一
に
、
文
科
系
大
学
お
よ
び
専
門
部
の
理
科
系
専
門
学
校
へ
の
転
換
な
ど
が
う
た
わ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
後
勤
労
動
員
の
強
化
や
徴
兵
年
令
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
学
生
の
数
が
減
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
に
と
も
な

い
学
校
の
校
舎
が
車
な
ど
の
施
設
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
お
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
描
慨
が
私
立
大
学
な
ど
で
、
ど
う
実

施
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
み
て
い
き
た
い
。

（
旧
）

専
門
学
校
の
場
合
で
は
、
明
治
学
院
・
青
山
学
院
・
関
東
学
院
が
明
治
学
院
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
か
わ
り
に
、
青
山
学
院
・

関
東
学
院
は
工
業
専
門
学
校
を
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
私
立
大
学
の
合
併
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

理
工
系
拡
充
で
は
、
例
え
ば
同
志
社
、
立
教
学
院
、
法
政
大
学
、
中
央
大
学
、
関
西
大
学
、
明
治
大
学
が
、
工
業
専
門
学
校

（
門
）

な
ど
を
設
立
し
て
い
る
。
関
西
学
院
は
専
門
部
を
関
西
学
院
専
門
学
校
と
改
称
し
、
そ
の
中
に
理
工
科
を
新
た
に
つ
く
っ
て
い

諭
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（
”
）

れ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
は
「
十
八
年
十
一
月
十
五
日
の
理
事
会
で
、

大
学
を
廃
止
し
て
、
『
立
命
館
専
門
学
校
』
を
設
立
す
る
こ
と
に
決
定
し
、
直
ち
に
そ
の
設
立
認
可
の
巾
清
を
行
い
、
翌
卜
九

年
三
川
卜
川
付
を
以
て
惚
川
さ
れ
、
川
Ⅱ
よ
り
専
門
学
校
と
し
て
開
校
し
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。
『
像
と
と
も
に
未
来
を

（
記
）

守
れ
」
も
「
戦
争
協
力
の
あ
げ
く
の
は
て
は
大
学
の
閉
鎖
だ
っ
た
の
で
す
。
」
な
ど
と
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

し
か
し
大
学
を
廃
止
し
た
こ
と
は
誤
り
で
、
大
学
専
門
学
部
の
み
の
廃
止
、
改
組
に
よ
る
立
命
館
専
門
学
校
の
設
立
で
あ
る
。

（
飢
）

こ
の
こ
と
は
一
九
四
四
年
一
月
二
二
日
の
巾
請
内
容
が
、
「
立
命
館
大
学
専
門
学
部
学
則
並
名
称
変
更
ノ
件
認
可
」
を
求
め
る

（
妬
）
・

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
一
九
川
川
年
〃
川
三
一
川
に
認
叫
を
得
た
「
財
川
法
人
立
命
館
寄
付
行
為
」
に
も
本
財
川
の
設
慨

経
脚
す
る
学
校
に
、
入
学
令
に
よ
る
炊
命
館
大
学
と
専
門
学
校
合
に
よ
る
立
命
館
卯
川
学
校
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

あ
き
ら
か
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
一
○
月
二
二
Ｈ
付
け
の
文
部
省
専
門
教
育
局
長
の
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
二

（
妬
）

関
ス
ル
件
」
の
照
会
に
対
す
る
一
九
四
三
年
二
月
一
五
日
付
け
開
申
に
「
‐
法
文
学
部
ノ
存
置
ハ
固
ョ
リ
学
園
既
定
ノ
方
針

ニ
シ
テ
…
…
将
来
二
存
続
し
て
典
発
展
ヲ
期
閃
ス
ル
コ
ト
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
今
川
指
示
セ
ラ
レ
タ
ル
戦
時
非
附
描
置
方
策
二
準
拠

（
”
）

シ
コ
ノ
際
其
授
業
を
廃
罷
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
『
京
部
新
聞
」
一
九
川
叫
年
山
川
二
八
ｕ
付
け
記
事
に
は
「
専
川

学
校
に
転
換
し
た
大
学
に
『
立
命
館
大
学
』
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
専
門
学
部
の
専
門
学
校
へ
の
転
換
が

大
学
自
体
の
専
門
学
校
へ
の
転
換
と
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
大
学
の
門
標
を
一
時
下
ろ
し
た
こ
と

（
羽
）

も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
学
の
廃
止
に
近
い
事
態
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
に
し
て
も
、
法
的
に
大
学
が
廃
止
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

（
”
）

校
舎
の
供
出
で
は
、
大
阪
商
科
大
学
の
杉
本
町
学
舎
が
、
海
軍
に
引
き
渡
さ
れ
、
大
阪
海
兵
団
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
よ
く
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志
願
す
る
よ
う
に
執
よ
う
な
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
。

（
洲
）

京
都
で
は
志
願
締
切
直
前
に
朝
鮮
奨
学
会
の
学
徒
激
励
隊
が
来
て
、
二
月
二
日
に
「
半
島
同
胞
出
陣
の
夕
」
が
京
都
帝

叫
大
学
の
楽
友
会
館
で
開
か
れ
、
京
都
帝
国
大
学
・
立
命
館
・
同
志
社
に
在
学
の
朝
鮮
人
学
徒
一
○
○
余
名
が
参
加
し
、
朝
鮮

奨
学
会
即
事
長
の
川
岸
文
三
郎
中
将
や
香
山
光
郎
理
事
が
演
説
を
し
、
決
議
も
し
た
。
そ
の
結
果
京
都
帝
国
大
学
学
生
一
五
名

を
は
じ
め
多
数
の
学
生
が
そ
の
場
で
志
願
し
た
。
さ
ら
に
一
二
日
に
は
朝
鮮
奨
学
会
総
裁
の
南
次
郎
大
将
と
理
事
長
川
岸
文
三

郎
中
将
ら
と
京
都
の
大
学
・
高
等
専
門
学
校
の
責
任
者
と
の
懇
談
会
が
ミ
ャ
コ
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
一
人
残
ら
ず
志
願
す
る
よ

う
朝
鮮
奨
学
会
か
ら
協
力
要
請
が
あ
り
、
京
都
帝
国
大
学
羽
田
総
長
が
出
席
者
を
代
表
し
て
協
力
を
誓
っ
た
。
台
湾
学
徒
に
対

し
て
も
、
京
都
で
は
総
督
府
の
意
向
を
体
し
て
関
西
同
胞
協
会
が
志
願
す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
た
。

（
肌
）

東
京
で
は
二
月
一
四
日
に
明
治
大
学
講
堂
で
、
朝
鮮
学
徒
有
志
に
よ
る
志
願
兵
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
た
。
一
二
日
に
は

（
鋤
）

知
ら
れ
て
い
る
が
、
私
立
大
学
で
も
、
関
西
大
学
千
里
山
学
舎
が
軍
の
施
設
と
な
る
こ
と
な
ど
が
お
き
て
い
る
。
立
命
館
大
学

の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

五
朝
鮮
人
や
台
湾
出
身
の
学
徒
出
陣
に
つ
い
て

朝
鮮
人
や
台
湾
出
身
の
学
徒
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
徴
兵
制
が
施
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
特
別
志
願
の
制
度
が
作
ら
れ

（
訓
）

た
。
特
別
志
願
の
資
格
は
徴
兵
適
齢
を
過
ぎ
て
い
る
者
ま
た
は
適
齢
者
で
文
科
系
学
生
で
あ
る
も
の
で
、
願
書
提
出
期
限
は
一

一
月
二
○
日
、
徴
兵
検
査
は
一
二
月
二
日
か
ら
二
○
日
ま
で
に
施
行
し
、
入
営
予
定
日
は
一
九
四
四
年
一
月
二
○
日
で
あ
っ

た
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在
学
し
て
い
な
い
垂

早
稲
田
大
学
の
場
合
で
も
上
↓
－
－
マ
ニ
ズ
ム
の
主
張
か
ら
戦
争
を
肯
定
で
き
な
い
で
文
学
を
一
生
の
仕
事
に
し
た
い
朝

（
兜
）

鮮
人
学
生
が
、
志
願
し
な
い
と
憲
兵
が
脅
迫
に
来
て
両
親
の
身
辺
が
危
険
だ
と
い
う
の
で
、
志
願
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
例

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
早
稲
田
大
学
で
は
二
○
○
人
を
越
す
学
生
が
志
願
し
た
。
入
営
日
直
前

（
鋤
）

の
一
九
四
四
年
一
月
一
七
日
に
大
隈
講
堂
で
、
学
徒
壮
行
会
が
開
か
れ
た
。

志
願
状
況
が
わ
か
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

（
州
）

専
修
大
学
の
場
合
、
一
二
月
二
四
日
の
文
部
省
へ
の
報
告
に
よ
る
と
、
学
部
で
は
朝
鮮
出
身
者
一
二
七
名
中
三
六
名
が
志
願

し
、
台
湾
出
身
者
七
名
中
一
名
が
志
願
し
て
い
る
。
予
科
で
は
朝
鮮
出
身
者
六
名
中
三
名
が
志
願
し
て
い
る
。
台
湾
出
身
者
は

在
学
し
て
い
な
い
。
専
門
部
で
は
朝
鮮
出
身
者
四
三
名
中
一
六
名
が
志
願
し
、
台
湾
出
身
者
七
名
中
三
名
が
志
願
し
て
い
る
。

（
帆
）

明
治
学
院
で
は
、
二
月
三
○
日
の
学
事
報
告
に
よ
る
と
、
三
二
名
の
朝
鮮
台
湾
出
身
者
が
志
願
し
た
。

（
岨
）

同
志
社
大
学
の
場
合
は
、
一
九
四
三
年
一
二
月
の
学
部
調
書
に
よ
る
と
、
学
部
で
は
朝
鮮
出
身
者
二
三
名
中
一
八
名
が
志
願

し
、
台
湾
出
身
者
六
名
全
員
が
志
願
し
て
い
る
。
予
科
で
は
朝
鮮
出
身
者
一
○
名
中
二
名
が
志
願
し
て
い
る
。
台
湾
出
身
者
は

（
雛
）

同
じ
く
明
治
大
学
講
堂
で
「
半
島
学
徒
激
励
講
演
会
」
が
も
た
れ
、
川
岸
文
三
郎
や
香
山
光
郎
が
激
励
し
て
い
る
。
三
○
日
に

は
、
日
比
谷
公
会
堂
で
文
部
省
・
朝
鮮
奨
学
会
・
台
湾
教
育
会
の
共
催
に
よ
り
「
朝
鮮
台
湾
出
身
陸
軍
特
別
志
願
学
徒
壮
行
会
」

（
妬
）

が
開
か
れ
、
終
了
後
宮
城
前
に
行
進
し
奉
拝
し
た
。
大
阪
で
も
一
二
月
一
八
日
に
在
阪
朝
鮮
台
湾
学
徒
志
願
兵
壮
行
会
が
開
か

（
初
）

れ
た
。朝

鮮
に
あ
っ
た
京
城
帝
国
大
学
や
八
つ
の
専
阻
学
校
で
は
、
朝
鮮
人
学
徒
の
適
格
者
約
千
人
の
う
ち
九
割
以
上
が
志
願
し
た
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（
帽
）

（
“
）

と
い
わ
れ
る
。
台
湾
出
身
者
で
内
地
の
学
校
に
在
学
す
る
学
徒
も
、
適
格
者
の
う
ち
九
割
が
志
願
し
た
と
い
う
。

（
幅
）

朝
鮮
当
局
は
、
志
願
し
な
い
者
に
対
し
て
休
学
の
措
置
を
と
り
、
徴
用
す
る
と
発
表
し
た
。

志
願
し
な
い
学
生
を
休
学
さ
せ
る
指
示
が
文
部
省
か
ら
大
学
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
一
九
川
三
年
一
二
月
三
日
付
け
大
学
学

長
あ
て
文
部
省
専
門
教
育
局
長
の
「
朝
鮮
人
、
台
湾
人
特
別
志
願
兵
制
度
ニ
ョ
リ
志
願
セ
ザ
リ
シ
学
生
生
徒
ノ
取
扱
二
関
ス
ル

（
柵
）

件
」
発
専
二
七
九
号
通
牒
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
陸
軍
特
別
志
願
に
志
願
し
な
い
学
徒
に
対
し
本
人
が
自
発
的
に
休

学
ま
た
は
退
学
す
る
様
態
胆
す
る
こ
と
、
自
発
的
に
休
学
ま
た
は
退
学
を
願
川
で
な
い
者
が
も
し
万
一
あ
る
場
合
は
、
学
校
当

局
が
学
則
の
如
何
に
拘
ら
ず
積
極
的
に
休
学
を
命
ず
る
こ
と
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
文
部
省
専
門
教
育
局
長
は
一
二
月
二
八
Ⅲ
に
、
特
別
志
願
し
て
合
格
し
た
学
生
生
徒
が
一
月
二
○
日
ご
ろ
に
入
営
す

（
岬
）

る
の
で
、
志
願
し
な
い
者
を
処
分
す
る
こ
と
を
求
め
る
指
示
を
重
ね
て
し
た
。

立
命
館
の
場
合
は
、
こ
の
通
達
よ
り
も
っ
と
き
び
し
い
措
置
を
取
り
、
一
九
四
三
年
一
二
月
七
日
付
け
で
、
志
願
し
な
い
学

（
州
）

生
三
二
人
を
総
長
の
命
令
で
除
名
し
て
い
る
。
ま
た
、
朝
鮮
人
学
友
会
会
長
が
、
志
願
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
、
立
命
館
大
学

を
除
名
退
学
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
憲
兵
に
踏
み
込
ま
れ
て
、
家
宅
捜
査
を
う
け
、
大
阪
憲
兵
隊
本
部
に
連
行
さ
れ
、
敗
戦

（
梢
）

後
の
一
九
四
五
年
一
○
月
八
日
ま
で
、
堺
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
関
西
大
学
の
学
生
に
も
志
願
し
な
い
学
生
に
対
し
て
弾
圧

（
印
）

が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
志
願
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
徴
兵
に
よ
る
学
徒
出
陣
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
強
制
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
退
学
さ
せ
ら
れ
て
も
、
弾
圧
さ
れ
て
も
志
願
し
な
い
学
生
が
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
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京
祁
府
ｋ
女
子
＃
門
学
校
の
唯
徒
が
、
三
菱
束
郁
発
動
機
製
作
所
に
勤
労
動
員
に
い
っ
て
い
た
が
、
勤
労
の
実
情
に
不
安
を

（
馴
）

持
ち
、
保
護
行
会
の
即
事
が
、
慌
将
Ｗ
庁
よ
り
の
杵
蒙
を
期
待
し
て
陳
情
群
を
一
九
川
八
年
二
川
一
四
川
に
提
川
し
た
。
そ
こ

で
は
ま
ず
第
一
に
防
空
設
備
の
み
る
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
、
防
空
設
備
の
完
備
を
求
め
た
。
第
二
は
、
女
ｒ
学
徒
と
し
て
の

保
健
と
食
緑
に
関
し
て
で
あ
る
。
深
夜
業
の
実
施
を
製
作
所
よ
り
要
請
さ
れ
て
い
る
が
、
男
性
と
異
な
る
体
質
と
重
大
使
命
を

負
柵
す
る
女
性
、
こ
と
に
年
令
上
身
体
的
に
危
険
が
多
い
時
期
の
女
性
と
し
て
暖
房
装
置
が
不
完
全
な
作
業
場
で
、
し
か
も
京

都
特
有
の
寒
さ
が
激
し
い
時
期
に
深
夜
業
を
す
る
こ
と
の
不
安
を
の
べ
て
い
る
。
食
糧
に
つ
い
て
は
男
子
勤
労
学
徒
に
対
す
る

食
糧
増
配
は
一
Ⅱ
四
勺
な
の
に
対
し
て
、
女
子
に
は
そ
の
三
分
の
一
の
一
・
三
勺
の
割
合
で
、
し
か
も
男
子
と
同
じ
勤
労
時
間

と
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
女
ｆ
も
食
欲
旺
鴨
な
青
年
期
で
あ
り
、
副
食
品
の
陥
給
が
川
滑
で
な
く
欠
乏
し
て
い
る
の
で
、
現

在
並
び
に
将
来
の
身
体
的
影
響
を
憂
慮
し
て
い
る
。
現
に
川
勤
率
が
低
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
疾
病
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

そ
の
な
か
で
も
栄
養
に
か
ん
す
る
疾
病
が
州
Ｗ
多
い
。
こ
の
上
深
夜
業
が
加
わ
れ
ば
胸
部
疾
患
に
発
展
す
る
懸
念
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
深
夜
業
を
実
施
し
て
も
堆
産
琳
強
に
な
ら
な
い
。
食
紺
と
深
夜
業
に
つ
い
て
の
賢
察
を
求
め
て
い
る
。
食
臓
問
題
に

つ
い
て
は
、
他
府
県
や
府
内
で
も
軍
関
係
の
作
業
場
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
い
る
。
最
後
に
こ
の
要
望
は
、

六
学
徒
勤
労
動
員
に
お
け
る
待
遇
改
善
要
求
や
待
遇
劣
悪
に
よ
る
学
生
の
蔵
き
上
げ
に
つ
い
て

学
徒
勤
労
動
員
は
労
働
条
件
の
悪
い
中
で
、
強
制
的
に
働
か
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
戦
時
下
で
連
動
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
そ
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
中
で
も
待
遇
改
善
を
斐
望
し
た
り
、
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ

て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
近
い
こ
と
を
し
た
り
、
引
き
ｔ
げ
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
が
起
き
て
い
る
。
そ
の
わ
か
っ
た
項
例
を
こ
こ
で

て
ま
．
ス
ト
ラ
イ
キ
に
匠

は
紹
介
し
て
お
こ
う
。
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（
砿
）

明
治
大
学
の
例
は
、
石
川
島
造
船
に
出
動
し
た
が
、
寮
の
環
境
が
わ
る
く
、
改
善
を
求
め
た
が
、
会
社
側
は
改
善
を
進
め

な
い
ば
か
り
か
、
心
構
え
如
何
に
よ
っ
て
何
と
で
も
な
る
と
い
う
発
言
を
し
た
の
で
、
総
長
名
で
出
動
学
徒
入
替
申
請
を
一
九

四
四
年
八
月
二
日
に
文
部
・
厚
生
両
大
臣
に
出
し
、
認
め
さ
せ
て
い
る
。

（
詔
）

慶
応
義
塾
大
学
の
例
は
、
一
九
四
四
年
六
月
一
六
日
に
日
本
高
周
波
鋼
業
の
北
品
川
工
場
か
ら
、
学
生
に
過
酷
な
労
働
を

し
い
て
、
学
生
主
事
が
改
善
を
要
求
し
た
が
き
き
い
れ
ら
れ
な
い
の
で
、
引
き
上
げ
て
い
る
。
ま
た
豊
川
の
海
軍
工
廠
か
ら
も

空
襲
が
は
げ
し
く
な
り
危
険
が
せ
ま
っ
た
の
で
、
慶
応
義
塾
大
学
は
引
率
教
員
の
適
切
な
処
置
に
よ
り
他
校
に
さ
き
が
け
て
引

（
別
）

き
上
げ
、
大
空
襲
の
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
早
稲
田
大
学
は
監
督
の
た
め
に
豊
川
海
軍
工
廠
に
派
遣
さ

れ
た
教
員
が
、
ト
ラ
ブ
ル
の
生
じ
る
管
理
体
制
か
ら
察
し
て
空
襲
に
対
し
て
不
安
を
感
じ
た
の
で
、
工
廠
に
学
生
の
安
全
を
保

障
す
る
た
め
の
対
策
を
樹
立
す
る
よ
う
要
望
し
た
。
し
か
し
、
容
れ
ら
れ
な
い
で
、
引
き
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
八
月

以
上
の
よ
う
な
内
容
の
要
望
で
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
、
軍
需
生
産
に
動
員
さ
れ
る
こ
と
へ
の
批
判
で
は
な
く
、
そ
れ
を
遂
行

す
る
う
え
で
の
条
件
改
善
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
論
理
で
は
母
体
保
護
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
陳
情
書
は
当
時
京
都
府
立
女
子
専
門
学
校
の
助
手
を
し
て
い
た
宮
田
て
い
氏
が
、
学
校
当
局
か
ら
頼
ま
れ
て
清
書
し
た

も
の
の
う
ち
、
提
出
し
た
も
の
の
控
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
に
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
の
で
あ
る
。
宮
田
氏
は
こ
の
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
た
後
、
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
わ
か
ら
な
い
と

母
性
保
護
の
見
地
か
ら
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
学
徒
が
健
康
で
生
産
増
強
を
あ
げ
、
国
家
の
要
請
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ

う
配
慮
を
求
め
て
い
る
気

の
こ
と
で
あ
る
曇
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襲
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（
弱
）

専
修
大
単
の
例
は
、
一
九
川
『
年
度
の
勤
労
動
員
の
実
情
を
一
九
四
四
年
二
川
に
文
部
省
の
小
笠
陳
体
育
川
隆
に
報
杵
す

る
際
に
七
収
川
に
わ
た
る
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
動
員
巾
の
昼
食
の
処
置
の
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
、
靴
の
破

損
が
は
げ
し
い
の
で
、
ゴ
ム
足
袋
を
配
布
貸
与
し
て
ほ
し
い
、
靴
が
小
さ
い
の
で
、
’
一
文
ぐ
ら
い
の
入
き
い
も
の
に
し
て
ほ

し
い
、
旅
出
の
支
給
が
川
一
、
三
川
と
な
っ
て
い
る
が
、
学
小
の
ｆ
件
の
負
仙
が
大
き
い
の
で
考
慮
し
て
ほ
し
い
、
川
動
先
の

決
定
に
つ
い
て
は
民
間
会
社
の
些
請
だ
け
で
な
く
、
学
校
の
希
望
も
尊
重
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
待
遇
改
善
に
関
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
卯
修
大
学
の
場
合
も
、
八
Ⅱ
一
○
Ｈ
空
襲
に
よ
り
板
橋
の
陸
軍
兵
器
補
給
版
で
一
八
名
の
学
化
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

（
髄
）

ｆ
命
鮒
入
学
の
例
は
、
す
で
に
、
昨
年
発
行
の
本
紀
典
創
Ⅲ
妙
の
小
西
氏
の
資
料
紹
介
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
立
命
館
専
門

学
校
の
法
学
科
二
年
堆
約
五
○
人
が
勤
労
動
員
に
い
っ
て
い
た
名
古
屋
造
船
に
お
い
て
、
食
事
が
豆
粕
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
ご

飯
だ
っ
た
が
、
蝿
が
い
っ
ぱ
い
た
か
っ
て
い
て
巾
の
方
が
少
し
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
ひ
ど
い
も
の
で
、
会
社
側
と
待
遇
改
善
の

柵
し
合
い
を
し
た
が
、
改
稗
さ
れ
な
い
し
、
し
か
も
医
擦
施
設
が
イ
ト
分
で
、
一
人
の
学
生
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
抗
議
し

て
、
学
生
が
、
主
的
に
京
都
へ
引
き
ｋ
げ
た
事
件
で
あ
る
。
関
係
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
。

学
唯
は
一
○
Ｈ
ほ
ど
し
て
代
わ
り
に
愛
知
時
汁
へ
勤
労
動
員
に
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
立
命
館
の
場
合
は
、
慶
応
義
熟
大
学
や

明
治
人
学
と
迷
っ
て
、
教
旦
が
引
き
卜
げ
さ
せ
た
わ
け
で
は
な
く
、
学
生
が
日
発
的
に
引
き
ｔ
げ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。

（
訂
）

大
阪
府
立
生
野
中
学
校
の
場
合
は
、
三
年
生
の
三
ク
ラ
ス
約
一
四
○
名
が
一
九
四
五
年
Ⅱ
月
一
四
日
か
ら
、
椿
本
チ
エ
ー

ン
ヘ
勤
労
動
員
に
い
っ
て
い
た
。
六
川
上
Ⅲ
の
大
阪
空
襲
の
際
１
場
で
被
爆
し
、
四
名
の
学
生
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
付

き
添
い
の
渋
谷
俊
男
先
雄
が
、
食
事
の
量
を
多
く
す
る
な
ど
の
待
遇
改
善
を
会
社
側
に
し
て
、
認
め
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
際
、
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工
員
の
出
勤
率
が
三
○
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
に
生
野
中
学
生
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
勤
率
で
あ
っ
た
こ
と
を
背
景
に
要
求
を
認

め
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
生
野
中
学
校
の
三
年
生
の
一
ク
ラ
ス
三
三
名
は
、
東
洋
工
作
所
に
勤
労
動
員
に
い
っ
て

い
た
が
、
六
月
一
五
日
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
企
て
、
大
阪
駅
や
十
三
駅
で
生
徒
が
さ
そ
い
あ
っ
て
出
社
を
と
め
よ
う
と
し
た
。
級

長
だ
け
は
説
得
に
応
じ
な
く
て
出
勤
し
た
が
、
他
の
生
徒
は
皆
出
社
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
空
襲
が
あ
っ
て
会
社
自
体
が
休
み

に
な
り
、
ス
ト
は
不
発
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
は
海
軍
の
監
督
官
な
ど
と
食
事
が
違
っ
て
、
生
徒
は
白
米
で
は
な
く
、
大
豆
が
ほ

と
ん
ど
で
、
米
が
ち
ょ
っ
と
の
食
事
だ
っ
た
こ
と
と
、
労
務
課
長
に
怒
ら
れ
た
こ
と
に
不
満
を
も
っ
た
の
が
原
因
で
あ
っ
た
。

要
望
に
は
、
食
事
な
ど
の
改
善
や
安
全
を
求
め
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
犠
牲
を
だ
す
ほ
ど
労

働
条
件
も
悪
く
、
空
襲
の
危
険
も
多
か
っ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
し
か
し
要
望
の
仕
方
は
、
根
本
的
解
決
を
求
め
る
運

動
を
組
む
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
と
ら
れ
る
こ
と
は
弾
圧
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
国
家
権
力
の
要
請
に

よ
り
よ
く
応
え
る
た
め
に
、
要
望
す
る
と
い
う
方
法
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
中
で
も
、

大
学
当
局
や
教
員
に
よ
る
要
望
提
出
や
引
き
上
げ
で
な
く
、
学
生
独
自
の
意
思
統
一
に
よ
り
、
引
き
上
げ
た
り
、
休
も
う
と
し

た
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
重
視
し
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
い
く
つ
か
の
論
点
を
検
討
し
て
き
た
が
、
あ
く
ま
で
中
間
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
知
ら
な
い
事
実
も
多
く
、
解
釈
の

誤
り
も
あ
る
と
思
う
。
読
ま
れ
た
方
の
ご
指
摘
を
受
け
て
、
よ
り
全
面
的
な
考
察
を
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま

た
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
問
題
は
あ
く
ま
で
ご
く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
学
徒
出
陣
し
た
人
た
ち
が
軍
隊
で
ど
ん
な
扱
い
を
さ
れ
た
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１
１
Ｌ

か
葦
ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
た
か
、
な
ど
今
回
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
も
多
く
遣
同
じ
く
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

な
お
、
特
別
展
開
催
や
こ
の
論
考
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
立
命
館
大
学
の
卒
業
生
や
そ
の
家
族
の
方
を
は
じ
め
、
立
命

館
大
学
図
書
館
・
立
命
館
大
学
百
年
史
編
纂
室
・
人
阪
市
立
大
学
大
学
史
資
料
室
・
明
治
大
学
歴
史
編
纂
室
・
早
稲
田
大
学
入

学
史
編
集
所
な
ど
の
機
関
、
岩
井
忠
熊
・
掛
谷
宰
平
・
小
山
仁
示
・
佐
藤
能
丸
・
白
井
厚
・
福
井
淳
な
ど
の
方
が
た
か
ら
、
資

料
捉
供
や
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
で
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

批
些

（
１
）
補
間
敏
知
著
「

（
２
）
「
週
報
」
一
九
ｍ

（
３
）
「
近
代
川
本
教
圭
一

（
４
）
「
近
代
Ⅱ
本
教
幸

（
５
）
「
官
報
」
一
九
ｍ

（
６
）
『
週
報
」
一
九
Ⅲ

（
７
）
福
間
敏
矩
著
「

（
８
）
「
仮
卒
業
者
に
卦

（
９
）
田
尻
博
一
氏
蔵

（
旧
）
福
居
三
朗
氏
蔵

柵
間
倣
知
著
『
学
徒
動
員
・
学
徒
川
肺
」
資
料
、
八
一
’
八
二
頁

「
週
報
」
一
九
四
三
年
一
一
月
二
日
号

「
近
代
川
本
教
育
制
度
史
料
」
七
巻
、
二
四
’
二
六
頁

「
近
代
Ⅱ
本
教
育
制
度
史
料
」
上
巻
、
二
○
’
二
二
血

「
官
報
」
一
九
四
三
年
一
○
月
二
日
付
け

『
週
報
」
一
九
四
二
年
一
○
Ⅱ
一
三
日
号

福
間
敏
矩
著
「
学
徒
動
員
・
学
徒
川
帥
」
資
料
、
八
七
’
八
八
頁

「
仮
卒
業
者
に
対
す
る
取
扱
い
に
関
し
て
」
明
治
大
学
歴
史
編
纂
室
蔵

田
尻
博
一
氏
蔵
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（
産
）

大
阪
巾
立
大
学
大
学
史
資
料
室
蔵

「
学
報
」
一
九
四
二
年
分
、
大
阪
市
立
入
学
大
学
史
資
料
室
戯
、
『
大
阪
市
立
大
学
大
学
百
年
史
」
全
学
編
上
巻
、
二
○
二
頁

立
命
館
大
学
百
年
史
編
纂
室
蔵

「
明
治
大
学
百
年
史
」
二
巻
六
八
八
頁

「
専
修
大
学
百
年
史
」
下
巻
一
二
九
四
’
一
二
九
九
頁

「
近
代
川
本
教
育
制
度
史
料
」
七
巻
、
二
二
二
’
二
二
四
、

「
近
代
Ⅲ
本
教
育
制
度
史
料
』
七
巻
、
二
三
○
’
二
三
四
頁

「
明
治
学
院
百
年
史
」
三
七
九
頁

「
法
令
全
書
」

「
関
凹
学
院
七
十
年
史
」
二
二
三
’
三
二
五
頁

「
立
命
館
創
立
五
十
年
史
」
五
六
九
’
五
七
一
頁

「
早
稲
川
大
学
百
年
史
」
四
巻
二
二
頁

鈴
木
元
編
著
「
像
と
と
も
に
未
来
を
守
れ
」
七
○
’
七
二
頁

「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
」
一
集
、
二
一
’
二
三
頁

「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
」
二
集
、
二
二
’
二
六
頁

『
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
」
一
集
、
二
○
’
一
二
頁

「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
』
八
集
、
二
○
二
’
二
○
五
頁
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「
立
命
館
八
十
五
年
史
資
料
集
」
一
集
、
二
二
頁

「
人
阪
巾
倣
人
学
大
学
、
年
史
』
全
学
細
止
巻
、
二
一
八
’
二
二
○
頁

「
関
西
大
学
両
年
史
」
通
史
編
上
巻
、
八
八
二
頁

「
Ｗ
紺
」
一
九
川
二
年
一
○
川
二
○
Ⅱ
付
け

「
柳
、
新
聞
』
一
九
四
二
年
一
○
月
二
○
Ⅲ
号

「
京
郁
帝
川
人
学
新
聞
」
一
九
川
二
年
二
川
二
○
Ⅲ
け

「
朝
日
新
聞
」
一
九
四
二
年
二
月
一
Ｅ
Ⅱ
号

「
帆
Ⅲ
新
聞
」
一
九
川
二
年
三
川
二
二
Ⅲ
号

「
朝
日
新
聞
」
夕
刊
、
一
九
四
二
年
二
月
二
○
Ｈ
号

一
九
九
二
年
一
○
Ⅱ
一
九
Ⅲ
「
「
学
徒
川
仲
」
八
○
周
年
を
考
え
る
夕
べ
」
に
お
け
る
、
小
山
化
示
氏
荊
放
「
学
徒
川
帥
・
学
徒
動

『
嫌
立
七
ｉ
川
年
記
念
早
稲
川
人
学
ァ
ル
ゲ
こ
小
‐
二
頁

「
早
稲
Ⅲ
大
学
新
聞
」
一
九
四
四
年
一
月
二
○
日
号

「
専
修
大
学
百
年
史
」
下
巻
一
二
○
○
’
一
二
○
二
頁

「
明
治
学
院
百
年
史
」
三
八
四
’
三
八
七
頁

「
同
志
社
百
年
史
」
資
料
編
二
、
一
七
○
○
’
一
七
○
二
頁

「
朝
口
新
聞
」
一
九
四
三
年
二
月
二
二
日
号

貝
・
学
竜
疎
開
」
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『
朝
日
新
聞
」
一
九
四
三
年
二
月
二
六
日
号

「
京
都
帝
国
大
学
新
聞
」
一
九
四
三
年
二
月
二
○
日
号

「
明
治
大
学
百
年
史
」
二
巻
六
八
六
’
六
八
七
頁
と
「
図
説
巾
央
大
学
」
二
一
頁

「
明
治
大
学
百
年
史
』
二
巻
六
八
七
頁

教
務
課
作
成
「
退
学
・
除
名
・
兵
休
・
復
学
整
理
簿
」
立
命
館
大
学
百
年
史
編
纂
室
蔵

「
玄
海
灘
」
四
号
、
二
二
’
二
六
、
五
二
’
五
五
頁

「
関
川
大
学
百
年
史
』
辿
史
編
上
巻
、
八
五
七
’
八
六
一
頁

「
陳
情
書
」
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
蔵

「
明
治
大
学
史
紀
要
」
八
号
二
九
’
三
一
頁

「
慶
応
義
塾
百
年
史
」
巾
巻
後
、
九
六
二
’
九
六
七
頁

「
早
稲
川
大
学
百
年
史
」
四
巻
一
三
四
’
一
三
七
頁

「
専
修
大
学
百
年
史
」
下
巻
一
二
八
○
’
一
二
八
四
頁

「
立
命
館
百
年
史
紀
要
」
一
号
、
小
川
康
夫
「
史
料
紹
介
「
昭
和
十
九
年
八
月
中
京
方
面
出
勤
学
徒
勤
労
状
況
視
察
報
告
立
命
館
」
」
。

小
西
氏
は
こ
の
紹
介
の
解
題
で
、
明
治
大
学
と
慶
応
義
塾
大
学
の
例
を
す
で
に
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
朋
友
の
碑
」
二
’
四
一
、
七
一
’
八
七
、
一
○
五
’
一
三
八
頁

（
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
勤
務
）


